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な ん た ん 市 議 会 だ よ り

京都府立農芸高等学校「農業生産科動物資源コース」の生徒の京都府立農芸高等学校「農業生産科動物資源コース」の生徒の
皆さん皆さん
前列左から江田 琥汰郎さん、立木 蒼乃さん、黒澤 花歌さん、前列左から江田 琥汰郎さん、立木 蒼乃さん、黒澤 花歌さん、
内田 望愛さん、木村 真弓さん内田 望愛さん、木村 真弓さん
中列左から中山 龍也さん、江田 琥煌さん、山田 海聖さん、中列左から中山 龍也さん、江田 琥煌さん、山田 海聖さん、
芝田 桜弥さん芝田 桜弥さん
後列左から中井 蒼空さん、吉見 王佑さん、奥本 潤さん、後列左から中井 蒼空さん、吉見 王佑さん、奥本 潤さん、
河野 由雅さん河野 由雅さん

■■『頑張る人たち』訪問『頑張る人たち』訪問
　 京都府立農芸高等学校　 京都府立農芸高等学校
　 農業生産科動物資源コース　 農業生産科動物資源コース
■■ 6月議会ではこんなことが決まりました6月議会ではこんなことが決まりました
■■ 常任委員会ではこんな議論になりました常任委員会ではこんな議論になりました
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（
取
材
者
／
堤
・
山
下
）

私
た
ち
は
皆
さ
ん
に
、
お
い
し
い
牛
乳
を
お
届
け

す
る
た
め
に
、
健
康
な
乳
牛
を
育
て
る
勉
強
を
し
て

い
ま
す
。
乳
牛
が
産
ま
れ
て
か
ら
搾
乳
牛
に
な
る
ま

で
や
、
繁
殖
、
餌
、
牛
乳
、
施
設
、
た
い
肥
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
室
で
の
授
業
や
牛
舎
で
の
実

習
を
通
し
て
学
び
ま
す
。
乳
牛
が
健
康
で
た
く
さ
ん

ミ
ル
ク
を
出
す
に
は
、
大
き
な
乳
房
や
、
し
っ
か
り

餌
を
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る
大
き
な
お
腹
、
大
き
な

体
を
支
え
る
足
腰
、
力
強
い
背
腰
が
必
要
で
す
。　

五
年
に
一
度
の
「
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
」
が
、
今
年
の
10
月
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
本
各
地
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
乳
牛
た
ち

と
勝
負
で
き
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
農
芸
高
校
の
ミ
ル
ク
だ
け
で
作
ら
れ
た

「
こ
う
と
な
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
の
校
内
販
売
会
で
は
、

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
、
広
報
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

「
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
」
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
!!

皆
さ
ん
に
、
酪
農
に
興
味
と
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

南
丹
市
や
議
会
に
望
む
こ
と
は

　
そ
の
た
め
に
、
雌
牛
の
改
善
し
た
い
と
こ
ろ
を
補

う
雄
を
選
び
、
そ
の
雌
牛
よ
り
も
優
秀
な
娘
牛
が
産

ま
れ
る
よ
う
改
良
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、

二
十
五
年
の
歳
月
を
経
て
、
各
種
大
会
で
賞
を
獲
得

す
る
「
グ
ロ
リ
ー
オ
ー
サ 
ク
リ
ー
メ
ル 

ク
ラ
ツ
シ

ヤ
ブ
ル 

フ
イ
ラ
号
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

農
芸
の
乳
牛
は
フ
イ
ラ
号
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

牛
が
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
で
賞
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
今
い
る
牛
た
ち
が
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、

飼
養
管
理
を
徹
底
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
乳
牛
や
酪
農
、
牛
乳
の
こ
と
を
、
よ
り
多

京都府立農芸高等学校
農業生産科動物資源コース
3年  

江
え だ

田　琥
こ て つ

煌さん  

内
う ち だ

田　望
の あ

愛さん

奥
おくもと

本　　潤
じゅん

さん

黒
くろさわ

澤　花
は る か

歌さん

河
こ う の

野　由
ゆ う が

雅さん

芝
し ば た

田　桜
さ く や

弥さん

中
な か い

井　蒼
そ ら

空さん

中
なかやま

山　龍
た つ や

也さん

吉
よ し み

見　王
おうすけ

佑さん

2年 

江
え だ

田　琥
こ た ろ う

汰郎さん  

木
き む ら

村　真
ま ゆ み

弓さん  

立
た ち き

木　蒼
あ お の

乃さん 

山
や ま だ

田　海
かいせい

聖さん

日々の懸命な取り組みにより、さま
ざまな大会で数々の素晴らしい成績を
あげている京都府立農芸高等学校農業
生産科動物資源コースの生徒の皆さん
をお訪ねしました。

上段左から、牛洗いに励む生徒　　セントラルジャパン ホルスタインショウで、3年連続部門チャンピオンに輝いたフイラ号
下段左から、担当子牛に愛情をそそぎ哺乳　　校内での「こうとなヨーグルト」の販売実習

2025年の大会で部門チャンピオンを獲得

南
丹
市
に
は
、
フ
イ
ラ
号
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
と

て
も
嬉
し
い
で
す
。
酪
農
の
こ
と
や
乳
牛
の
こ
と
、

牛
乳
の
こ
と
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
る

人
が
増
え
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
４
月
に
静
岡
県
で
開
催

さ
れ
る
「
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン 

ホ
ル
ス
タ
イ
ン

シ
ョ
ウ
」
で
、
フ
イ
ラ
号
は
３
年
連
続
部
門
別
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
は
五
十

年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
五
度
、
入
賞
し
た
牛
は

い
な
い
の
で
、
フ
イ
ラ
号
が
後
２
回
受
賞
で
き
る
よ

う
に
手
間
と
愛
情
を
惜
し
ま
ず
飼
養
管
理
し
、
セ
ン

ト
ラ
ル
初
の
タ
イ
ト
ル
を
手
に
入
れ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

酪
農
振
興
の
活
動
と
し
て
は
、
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク

株
式
会
社
の
百
周
年
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
予
定
で

す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
に
楽
し
ん
で
、
酪
農
に
親
し

み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
企
画
を
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
「
こ
う
と
な
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
を
、

南
丹
市
の
方
に
も
た
く
さ
ん
食
べ
て
も
ら
え
た
ら
嬉

し
い
で
す
。
校
内
販
売
日
は
、
京
都
府
立
農
芸
高
等

学
校
畜
産
部
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
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訪　問
『頑張る人たち』



Pick Up!

1

労務費単価の上昇と外構工事の追加によるものです。約2400万
円増の3億5509万5400円となり、工期は10月29日まで延長され
ます。

市役所2号庁舎耐震改修工事　請負契約変更
Pick Up!

4

Pick Up!

2

医療分の賦課限度額を65万円から66 万円へ、後期高齢者支援金
分の賦課限度額を24万円から26万円へ、応益分の法定軽減のうち
5割軽減の判定基準額を29.5万円から30.5万円へ、2割軽減の判定
基準額を54.5万円から56万円へ、それぞれ引き上げられます。

国民健康保険税の賦課限度額引き上げ

来年度以降、老人医療、障害児者医療、ひとり親家庭医療、子育
て支援医療の受給資格の確認がマイナンバーカードでできるように
なります。

現在マイナンバーカードを保険証にされていない方には、資格確
認証を発行する制度になっており、その制度が続く限りは紙での受
給者証は残ります。

マイナンバーカードによる受給資格確認対象の拡大

2号庁舎耐震改修工事のようす

引き上げられる賦課限度額

マイナンバーカードで確認可能に

工事が進む日吉生涯学習センター
（遊youひよし）

学校給食共同調理場の建設予定地

客席照明設備の調光設備更新、吹き抜け部分の天井落下防止ネッ
ト設置などの追加によるものです。約7500万円増の5億2812万
1000円。工期は9月末まで延長されますが、リニューアルオープ
ンは当初予定どおり12月です。

南丹市日吉生涯学習センター改修工事　請負契約変更
Pick Up!

5

既存の設備等の老朽化に伴う不具合を解消し、安全で安心な学校
給食を提供することを目的として新たに建設されるものです。契約
金額は20億3830万円。工期は9年1月までです。

学校給食共同調理場新築工事　請負契約
Pick Up!

6

米などの物価高騰により家計負担が増大している状況を踏まえ、
こどもに健全な食生活を送ってもらおうと、小学生以下に1人当た
り5000円、中学生・高校生年代には1人当たり8000円が子育て世
帯に対して支給されます。対象者数約3800人。支給開始は8月1日
から。

こども食費応援給付金事業
Pick Up!

7

物価高騰

Pick Up!

3

「特定扶養控除」で19歳以上23歳未満は、給与収入が123万円
以下は親の扶養に入れます。「特定親族特別控除」では19歳以上
23歳未満で給与収入123万円超えから188万円以下は親に控除が
認められます（親族の給与収入金額により変動）。8年度分の個人
市民税から適用されます。

大学生年代の子等に関する特別控除の創設

特別控除を創設

6月議会では
こんなことが
決まりました

議会が注目した主な事業

◆  議案・・・・・・
◆  報告・・・・・・

13件
3件

会期　6 月 2 日〜 6 月 27 日

今号では、この中から次の
7つをピックアップします。

市議会だより　かけはし78号　2025.7 4市議会だより　かけはし78号　2025.75



総
務 

常
任
委
員
会

南
丹
市
税
条
例
の
一
部
改
正

大
学
生
年
代
の
子
等
に
関
す
る

特
別
控
除
が
創
設
さ
れ
る
が
、
概

要
は
。

大
学
生
年
代
の
子
等
を
税
制
上

の
扶
養
と
す
る
所
得
要
件
を
１
２

３
万
円
ま
で
拡
大
す
る
。
ま
た
、

控
除
を
受
け
る
場
合
、
給
与
所
得

者
は
年
末
調
整
で
、
そ
れ
以
外
の

事
業
所
得
者
等
の
場
合
は
、
確
定

申
告
で
の
手
続
と
な
る
。

７
年
度
南
丹
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

八
木
支
所
に
八
木
町
農
業
公
社

が
入
居
し
た
。
行
政
財
産
を
貸
し

付
け
る
場
合
の
賃
料
の
算
出
根
拠

は
。従

前
よ
り
貸
し
付
け
て
い
る
団

体
と
同
等
の
単
価
で
、
今
回
の
貸

し
付
け
面
積
に
よ
り
算
出
し
て
い

る
。

市
役
所
２
号
庁
舎
耐
震
改
修
工
事

請
負
契
約
の
変
更

増
額
の
理
由
と
工
期
の
延
長
は
。

国
交
省
の
指
示
の
も
と
、
労
務

費
単
価
の
上
昇
に
よ
る
イ
ン
フ
レ

ス
ラ
イ
ド
を
適
用
し
て
対
応
し
た
。

ま
た
、
工
期
は
10
月
29
日
ま
で
延

長
さ
れ
る
。

７
年
度
南
丹
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

た
子
育
て
世
代
支
援
で
あ
る
が
、

今
後
の
交
付
金
の
追
加
見
込
み
は
。

７
年
度
で
の
追
加
も
予
想
さ
れ

る
。

耐震改修工事が進む2号庁舎

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

興
風
保
育
所
建
物
を
無
償
譲
渡

譲
渡
後
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
運
営
さ
れ
る
が
、
地
域
交

流
の
側
面
は
ど
う
な
る
か
。

譲
渡
先
の
法
人
は
、
平
屋
部
分

は
地
域
へ
積
極
的
に
開
放
し
、
地

域
交
流
の
拠
点
に
し
た
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場
新
築
工
事

請
負
契
約

市
内
業
者
に
分
離
発
注
す
べ
き

で
あ
っ
た
の
で
は
。

工
期
短
縮
、
円
滑
な
工
程
管
理
、

コ
ス
ト
削
減
の
た
め
分
離
発
注
と

し
な
か
っ
た
。

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
」
に

改
定
し
た
。
理
由
は
、
届
出
申
請

が
あ
る
た
び
に
審
議
会
を
開
く
と

定
め
て
い
た
が
、
許
可
条
件
に
建

築
物
等
の
一
定
の
判
断
基
準
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
「
必
要
が
あ
る
と

き
」
と
解
釈
し
変
更
し
た
。

新たに有効活用される興風保育所建物

　南丹市景観審議会

福
祉
医
療
制
度
等
へ
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
利
用

福
祉
医
療
・
子
育
て
医
療
・
老

人
医
療
等
の
受
給
資
格
確
認
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
紙
の
受
給
者
証
で
な

い
と
対
応
で
き
な
い
方
が
あ
る
と

思
う
が
、
紙
ベ
ー
ス
の
受
給
者
証

は
い
つ
ま
で
残
す
の
か
。

現
在
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
保
険
証
に
さ
れ
て
い
な
い
方
に

は
資
格
確
認
証
を
発
行
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
が
続

く
限
り
、
紙
の
受
給
者
証
は
残
さ

ざ
る
を
得
な
い
。

日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
改
修
工

事
請
負
契
約
の
変
更

工
期
と
オ
ー
プ
ン
時
期
は
。

工
期
は
８
月
末
ま
で
を
予
定
し

て
い
た
が
、
今
回
の
変
更
契
約

を
受
け
て
９
月
末
ま
で
に
な
る
。

オ
ー
プ
ン
は
12
月
２
日
頃
を
予
定

し
て
い
る
。

南
丹
市
農
村
景
観
形
成
に
係
る
建

築
等
規
制
条
例
の
一
部
改
正

審
議
会
へ
の
諮
問
に
つ
い
て
、

文
言
の
修
正
に
つ
い
て
詳
細
の
説

明
を
。

「
そ
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
文
言
を
「
必

文
教
厚
生 

常
任
委
員
会

市議会委員会条例に定めてあるとおり、3つの常任委員会があります。

各常任委員会の現在の委員数は総務常任委員会7人、文教厚生常任委員会6人、産
業建設常任委員会は6人となっています。

常任委員会では、本会議で付託された議案について詳細な説明を受け、質疑によっ
てさまざまな角度から議案を審査します。

産業建設常任委員会総務常任委員会 文教厚生常任委員会

入
札
条
件
が
市
内
業
者
に
厳
し

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

今
ま
で
に
な
い
大
型
工
事
の
た

め
、
過
去
の
施
工
実
績
も
踏
ま
え

経
験
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

条
件
付
一
般
競
争
入
札
に
お
い
て

は
、
応
札
業
者
が
１
社
で
あ
っ
て

も
競
争
性
は
働
く
た
め
有
効
で
あ

る
。
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〈主な質疑のみ掲載しています。〉

常任委員会では、
こんな議論になりました

常任委員会には、どのようなものがある？
各人数は？



小林　　毅 議員反　対 日本共産党議員団

大学生年代の子等の特別控除創設は、バイトで「もっと稼げ」と言わんばかりの改定である。バイト
をしなくても学費や生活費の心配をせず勉学に専念できる環境づくりこそ大事である。条文改定はない
が、「企業版ふるさと納税」が3年延長になる。寄附額の9割が税額控除される。寄附税制の損金算入
以上の控除で自治体の税確保に課題が出ている。

■ 南丹市税条例の一部を改正する条例

■ ７年度南丹市立学校給食共同調理場新築工事請負契約

塩貝　孝之 議員反　対 新風会

工事請負契約の相手先は市外業者であり、本市の持続可能な発展に必要不可欠な市内業者でない
ことを理由とし、反対する。

樋口　浩之 議員反　対 新誠会

本契約議案は、実質的に競争性を欠いた契約であり、市の選定条件が地元業者の参入を事実上排
除している。公共工事には地域内の経済循環を生み出し、市の持続可能性を支える役割があり、入
札資格や工事の発注方法など、制度的工夫が求められる。今回の契約議案には、こうした視点が欠
けており、再検討が必要と考えることから本議案に反対する。

若井　睦巳 議員賛　成 活緑クラブ

本議案は工事請負契約についてではあるが、南丹市学校給食共同調理場の建設を目的としている。
将来の南丹市を担う子どもに、安心・安全な給食を届けるために必要なものである。また、合併特
例債を活用した事業であることから、9年3月までに事業は完成しなければならず、時間的な余裕
はない。

討 論 議会の討論とは、お互いに議論を交わし合うことではなく、自
らの意見を表明し、賛否の理由を述べることにより自分の意見に
同調することを他の議員に求めることです。

※記事は原則として各議員から提出された原稿を掲載しています。

討論とは？

賛　成 つなぐ

学校給食共同調理場の建設は、児童生徒に安心安全な給食を持続的に提供する目的が大前提にあ
る。この議案は、事業規模、工期を考慮し、正当な入札によって落札された契約である。落札業者
に問題がないにも関わらず、契約が否決された場合の今後の入札、契約への影響、調理場完成が遅
れることによる市民への影響を考慮し、賛成する。

吉田　尋子 議員

会　　派　　名 つなぐ 新誠会 活緑クラブ 日本共産党
議　員　団 公明党 新風会

谷
尻　
宣
雄

小
中　
　
昭

吉
田　
尋
子

山
下　
秋
則

谷
尻　
昌
史

前
田　
義
明

仲
村　
　
学

村　
好
高

堤　
　
博
明

樋
口　
浩
之

八
木　
信
樹

若
井　
睦
巳

村
山　
好
明

下
間　
康
広

小
林　
　
毅

河
野　
啓
介

平
田　
聖
治

木
戸　
德
吉

塩
貝　
孝
之

木
村　
　
裕

南丹市税条例の一部を改正する条例 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ 議
長
の
た
め
、採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ○

7年度南丹市立学校給食共同調理場新築工事請負契約 可決 ◯ ◯ ◯ × ◯ × × ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ × ◯

南丹市西胡麻消防団詰所移転に関する嘆願書 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

「財政健全化」に関わる障がい者、高齢者施策の継続を求める
要望書 不採択 × × × × × × × × × × × × × ◯ ◯ × × × ×

議員名

案件・結果

賛否の分かれた議案等

賛成全員で可決した議案

〈 ○は賛成　×は反対 〉

区分 結果

報告 承認

議案

可決

意見書

請願
採択

陳情

専決処分の承認（南丹市税条例の一部改正）

専決処分の承認（南丹市都市計画税条例の一部改正）

専決処分の承認（南丹市国民健康保険税条例の一部改正）

南丹市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく

個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

南丹市公の施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

南丹市地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正

南丹市農村景観形成に係る建築等規制条例の一部改正

建物の無償譲渡

7年度南丹市一般会計補正予算（第1号）

南丹市議会議員及び南丹市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正

南丹市選挙長等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

6年度（債務負担）南丹市2号庁舎耐震改修工事請負契約の変更

6年度（債務負担）南丹市日吉生涯学習センター改修工事請負契約の変更

7年度南丹市一般会計補正予算（第2号）

医療・介護経営への必要な財政支援と、人件費・物件費の上昇に見合う診療報酬・介護報酬の引き上げを求める意見書

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書

医療・介護労働者の持続的賃金改善を国に求める請願書

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書の提出を求める陳情書
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若
わ か い

井　睦
む つ み

巳  議員活緑クラブ

村　好
よしたか

高  議員新誠会
にしむら

地元と共に国や府に積極的に要望活動を続ける
各所の国道９号整備改良は、今こそ強く要望を

新
誠
会
は
国
土
交
通
省

の
吉
井
政
務
官
へ
要
望
活

動
を
行
っ
た
。
内
容
は
①

Ｊ
Ｒ
嵯
峨
野
線
吉
富
駅
周

辺
の
国
道
９
号
拡
幅
交
差

点
改
良
、
②
国
道
９
号
観

音
峠
の
バ
イ
パ
ス
整
備
、

③
Ｊ
Ｒ
嵯
峨
野
線
八
木
駅

東
口
周
辺
の
国
号
９
号
拡

幅
交
差
点
改
良
で
あ
っ
た
。

京
都
選
出
の
吉
井
参
議
院

議
員
が
大
臣
政
務
官
で
あ

る
今
こ
そ
、
強
く
要
望
活

動
を
す
べ
き
で
は
。

吉
井
政
務
官
に
加
え
、

国
交
省
の
技
監
（
事
務
次

官
の
次
の
役
職
）
は
本
市

出
身
の
方
で
あ
る
。
地
元

組
織
と
共
に
積
極
的
な
要

望
活
動
を
続
け
る
。

都
計
法
の
許
可
を
得
ず
Ｊ

Ａ
が
使
用
し
て
い
る
の
で

は
Ｊ
Ａ
京
都
本
店
事
務
所

の
一
部
が
田
園
コ
ミ
セ
ン

へ
の
移
転
に
関
し
、
市
街

化
調
整
区
域
に
位
置
し
、

都
計
法
上
の
用
途
に
制
限

が
あ
る
こ
と
か
ら
３
月
定

例
会
で
質
し
た
と
こ
ろ
、

操
業
準
備
中
で
問
題
な
い

と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
新
聞
報
道
で
は
用

途
変
更
許
可
を
得
ず
に
Ｊ

Ａ
が
使
用
中
で
あ
る
こ
と

を
府
の
現
地
調
査
で
確
認

さ
れ
た
と
あ
る
が
、
現
状

と
対
応
は
。

違
法
状
態
に
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
道
義
的
責

任
は
感
じ
て
い
る
。
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
は
答
え

る
立
場
に
な
い
。

A
Q

整備を要望する吉富駅前交差点

木
き ど

戸　徳
とくきち

吉  議員公明党

たくさんの積み残された課題に取り組んだ
合併20年の中で西村市政が果たした役割は

本
市
の
市
制
施
行
20
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
単

な
る
お
祭
り
騒
ぎ
で
終
わ

ら
ず
、
将
来
に
つ
な
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

こ
の
20
年
を
振
り
返
っ
て

の
見
解
は
。

合
併
の
プ
ラ
ス
面
と
い

う
と
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
が
働
き
４
つ
の
町
で

や
っ
て
い
た
共
通
す
る
業

務
が
一
本
化
さ
れ
、
人
員

や
経
費
な
ど
を
他
の
分
野

に
配
分
す
る
こ
と
で
、
専

門
性
や
新
た
な
行
政
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
の

確
保
が
で
き
た
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、
合
併
特
例
債

や
普
通
交
付
税
の
加
算
措

置
な
ど
、
合
併
に
よ
る
財

政
支
援
措
置
を
活
用
し
な

が
ら
、
一
つ
の
町
で
は
で

き
な
か
っ
た
大
き
な
施
設

の
整
備
、
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
な
ど
大
型
事
業
に
取
り

組
め
た
こ
と
も
プ
ラ
ス
と

言
え
る
。
一
方
マ
イ
ナ
ス

面
と
し
て
は
、
非
常
に
行

政
が
遠
く
な
っ
た
。
ま
た
、

町
の
特
色
や
名
前
が
薄

ま
っ
て
し
ま
い
、
地
域
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が

弱
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

市
民
が
希
望
を
持
て
る

本
市
を
今
後
ど
の
よ
う
に

維
持
し
て
い
く
の
か
。

自
然
、
文
化
、
農
村
体

験
な
ど
本
市
の
特
色
を
活

か
し
て
多
様
な
新
し
い
人

を
呼
び
込
む
好
循
環
を
つ

く
り
な
が
ら
地
域
を
活
性

化
し
て
い
き
た
い
。

A
Q

その他の質問

議場入口に貼られたステッカー

十分納得、合意ができるまで話し合いを続ける
施設の譲渡は市が改修工事をして渡すべきだ

い
よ
い
よ
市
管
理
施
設

の
譲
渡
が
始
ま
る
。
そ
の

施
設
の
維
持
管
理
費
用
を

考
え
る
と
、
二
の
足
を
踏

ま
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
施
設
は
地
域
に

と
っ
て
み
れ
ば
な
く
て
は

な
ら
な
い
施
設
で
あ
り
、

受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
地

域
に
と
っ
て
み
れ
ば
苦
渋

の
決
断
で
あ
る
。
地
元
と

し
て
は
、
せ
め
て
施
設
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
市
が
実

施
し
譲
り
受
け
た
い
と
考

え
て
い
る
。
地
元
負
担
な

し
で
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

美
山
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
全
体
を
見
な
が
ら
、
平

屋
振
興
会
と
話
し
合
い
を

通
じ
て
、
今
後
ど
う
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
を
投

げ
か
け
た
。
屋
根
の
改
修

に
つ
い
て
は
一
部
地
元
負

担
を
求
め
た
。
今
後
の
地

元
譲
渡
へ
の
前
例
と
な
る

の
で
非
常
に
慎
重
に
考
え

て
い
る
。
受
け
皿
の
相
手

の
事
情
も
あ
り
、
十
分
納

得
、
合
意
で
き
る
と
こ
ろ

ま
で
話
し
合
い
を
続
け
る
。

ボ
ー
ル
を
投
げ
か
け
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
返
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
全
市
的

に
考
え
て
も
、
こ
の
問
題

を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、

財
政
と
も
相
談
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
将
来
的
な

目
標
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
今
の
考
え
は
変
わ
ら

な
い
の
で
理
解
で
き
な
い

と
思
う
が
様
子
を
見
て
お

い
て
ほ
し
い
。

・本市の公共交通について

その他の質問
・身寄りのない方の終末につ
　いて
・ごみ出しの対応について

A
Q

美山高齢者コミュニティセンター

質問の方式は一括方式と一問一答方式の2通りがあ
り、質問する議員がいずれかを選択します。

質問の方式は決まっている？

一括質問・一括答弁方式
議員が質問項目の全てを一括して質問し、執行部

が一括して答弁を行う形式

一問一答方式
項目ごとに一問ずつ質問・答弁が繰り返される形式

市議会の 豆ちしき

一般質問
一般質問とは？ 

皆さんの生活にかかわる大切な内容につい
て、議員が市長等に対して質問を行います。
（P10～17の記事は各議員から提出された
原稿を質問順に掲載しています。）

市議会ホームページの「議会映像
配信」にアクセスするか、スマート
フォンやタブレットで各議員のQR
コードを読み取ってご覧ください。

動画視聴できます！

3日間15人の
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今後も地元の思いを共有し、事業を進める
JR八木駅東口整備事業の促進を

Ｊ
Ｒ
八
木
駅
東
口
整
備

事
業
の
現
状
は
。

駅
前
広
場
の
整
備
、
国

道
９
号
、
府
道
八
木
停
車

場
線
の
拡
幅
の
み
で
は
な

く
、
駅
前
の
賑
わ
い
の
創

出
、
今
住
ん
で
お
ら
れ
る

皆
さ
ん
の
居
住
空
間
を
ど

う
し
て
い
く
か
の
５
つ
の

点
を
今
後
の
課
題
と
し
て
、

地
元
と
詰
め
な
が
ら
、
さ

ら
に
方
向
性
を
詰
め
て
い

く
思
い
で
あ
る
。

平
成
29
年
に
地
域
住
民

を
中
心
と
し
た
八
木
駅
東

口
整
備
促
進
協
議
会
が
設

立
し
、
今
日
ま
で
取
り
組

み
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

自
分
た
ち
の
思
い
と
願
い

が
進
ま
な
い
と
い
う
思
い

が
、
役
員
の
皆
さ
ん
に
は

あ
る
と
考
え
る
。
少
し
で

も
具
現
化
す
る
取
り
組
み

を
協
議
会
役
員
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
、
一
日

も
早
く
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

八
木
駅
東
口
整
備
促
進

協
議
会
の
皆
さ
ん
、
と
り

わ
け
役
員
幹
部
の
皆
さ
ん

と
思
い
を
共
有
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
取
り
組
み

方
に
つ
い
て
、
再
度
地
元

の
皆
さ
ん
の
思
い
を
聞
か

せ
て
も
ら
う
場
を
つ
く
り
、

途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
定

期
的
に
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考

え
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な

活
動
を
進
め
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

A
Q

その他の質問

八木駅東口整備事業の促進を

消費者と生産者の両方の立場で考えていきたい
全国的に米問題となっているが本市の状況は

米
の
品
薄
状
況
で
、
学

校
給
食
の
米
の
確
保
は
で

き
て
い
る
か
。

学
校
給
食
で
は
年
間
29

ト
ン
が
必
要
で
あ
り
確
保

は
で
き
て
い
る
が
、
一
部

の
調
理
場
に
お
い
て
米
の

確
保
が
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
、
急
き
ょ
地
元
業
者

に
協
力
い
た
だ
い
た
。
７

年
産
に
つ
い
て
も
納
入
元

と
連
携
を
図
り
確
保
に
努

め
た
い
。

米
の
価
格
高
騰
に
伴
い
、

保
護
者
負
担
の
給
食
費
に

つ
い
て
今
後
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

食
材
な
ど
の
価
格
が
上

昇
し
て
い
る
が
、
給
食
メ

ニ
ュ
ー
の
工
夫
を
し
て
い

る
。
保
護
者
負
担
で
賄
え

な
い
分
は
市
が
負
担
し
て

い
る
が
、
年
々
上
昇
し
て

い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は

財
政
的
な
見
通
し
な
ど
を

踏
ま
え
検
討
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
現
状
維
持
で
提

供
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

避
難
所
に
つ
い
て

ペ
ッ
ト
は
家
族
と
い
う

方
も
多
く
、
同
室
避
難
を

検
討
さ
れ
て
い
る
が
進
捗

状
況
は
。

課
題
は
あ
る
が
、
ま
ず

は
１
カ
所
で
受
け
入
れ
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

・大堰川緑地公園の公衆トイ
　レ整備について

A
Q

黄金色に輝く稲穂

堤
つつみ

　　博
ひろあき

明  議員新誠会

条件付入札であり、提示時点で確保された
落札率約98％で競争性は確保されたのか

市
内
業
者
へ
の
発
注
機

会
の
拡
大
や
地
域
経
済
の

発
展
を
基
本
と
す
る
南
丹

市
公
契
約
の
方
針
に
照
ら

す
と
、
学
校
給
食
共
同
調

理
場
新
築
工
事
（
約
19
億

円
）
の
一
括
発
注
に
は
大

き
な
違
和
感
を
覚
え
る
。

入
札
に
応
じ
た
の
が
１
企

業
体
の
み
で
落
札
率
は
約

98
％
で
あ
り
、
競
争
性
の

確
保
や
コ
ス
ト
削
減
の
観

点
か
ら
も
課
題
が
あ
っ
た

と
考
え
る
。

市
内
業
者
の
み
で
も
十

分
対
応
可
能
で
あ
っ
た
は

ず
で
、
分
離
発
注
の
検
討

が
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
遺

憾
で
あ
る
。
市
長
及
び
副

市
長
の
見
解
は
。

本
工
事
は
大
規
模
か
つ

工
程
管
理
が
困
難
で
あ
る

と
判
断
し
、
一
括
発
注
と

し
た
。
合
併
特
例
債
の
使

用
に
期
限
が
あ
る
中
で
、

効
率
的
な
工
事
遂
行
と
コ

ス
ト
削
減
を
優
先
し
た
。

一
括
発
注
に
よ
り
２
〜
３

千
万
円
の
コ
ス
ト
削
減
が

見
込
ま
れ
る
と
試
算
し
た
。

代
表
業
者
は
市
外
企
業
で

あ
る
が
、
市
内
業
者
２
社

を
構
成
員
に
含
め
た
共
同

企
業
体
で
対
応
し
た
。

今
後
も
市
内
業
者
優
先

を
原
則
と
し
つ
つ
、
各
案

件
に
応
じ
て
適
切
な
入
札

方
式
を
検
討
す
る
。

・観光協会の今後について
・大規模災害時の消防団活動
　について
・市民と行政が情報連携でき
　るネットワークの構築につ
　いて

・産業建設常任委員会行政視
　察を終えて

A
Q

その他の質問その他の質問

学校給食共同調理場の完成イメージ

試行期間中であり、状況を見てまいりたい
午後4時30分閉庁は市民の理解を得て判断を

６
月
か
ら
市
役
所
・
支

所
の
開
庁
時
間
が
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
30
分
に

な
っ
た
。
10
月
か
ら
本
格

実
施
予
定
で
あ
る
。
大
き

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
縮
減

に
な
る
。
党
議
員
団
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
途
中
集

計
だ
が
、「
了
解
す
る
」

39
％
、「
困
る
」
35
％
、

「
わ
か
ら
な
い
」
26
％
で

あ
る
。
市
民
の
声
、
意
見

を
よ
く
つ
か
ん
で
、〝
10

月
実
施
あ
り
き
〟
で
は
な

く
、
市
民
の
十
分
な
理
解

が
得
ら
れ
な
い
な
ら
見
直

し
も
必
要
で
は
な
い
か
。

６
月
か
ら
試
行
し
て
い

る
。
大
き
な
苦
情
は
今
の

と
こ
ろ
な
い
が
、
引
き
続

き
状
況
を
見
て
い
く
。
単

に
開
庁
時
間
が
短
く
な
っ

た
で
は
な
く
、
短
く
し
よ

う
と
し
た
の
は
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
高
め
る
た
め
だ
と

い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
訴

え
て
い
く
こ
と
を
意
思
統

一
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
る
。

住
民
窓
口
に
給
水
器
設
置

昨
夏
の
園
部
の
猛
暑
日

は
36
日
で
過
去
最
高
。
日

常
の
こ
ま
め
な
水
分
補
給

が
大
切
。
市
役
所
・
支
所

の
市
民
窓
口
に
給
水
器
の

設
置
を
。

府
下
の
設
置
状
況
は

半
々
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
熱

中
症
対
策
等
で
一
定
の
効

果
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
い
き

た
い
。・多機能端末の設置で支所と

　本庁の窓口格差是正
・郵便局を活用した生活支援
　サービスの提供を
・帯状疱疹ワクチン定期接種
　化への積極的対応を

A
Q

その他の質問

市役所・支所の開庁時間が
９時から16時30分に

小
こばやし

林　　毅
つよき

  議員日本共産党議員団

塩
しおがい

貝　孝
たかゆき

之  議員新風会

谷
たにじり

尻　宣
の ぶ お

雄  議員つなぐ
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・公共の女子トイレに生理用
　品の設置を
・ジェンダーレストイレの設置
・JAによる「農村田園文化
　コミュニティセンター」の
　使用について

その他の質問

・災害対応について
・不法投棄について

その他の質問

地域創生戦略を策定し過疎対策を行っている
過疎化が急速に進展しているが本市の対応は

本
市
が
現
在
重
点
的
に

行
っ
て
い
る
過
疎
対
策
・

人
口
減
少
対
策
は
。

仕
事
の
場
を
つ
く
る
・

新
し
い
人
の
流
れ
・
子
育

て
環
境
整
備
・
地
域
交
流

の
活
性
化
の
４
つ
の
柱
を

基
本
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
強
力
で
新
た
な

過
疎
対
策
が
必
要
と
考
え

る
が
。

人
口
減
少
に
伴
い
過
疎

化
が
進
展
し
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

が
正
念
場
と
考
え
、
モ
デ

ル
的
な
小
規
模
な
取
り
組

み
の
検
討
を
行
う
と
と
も

に
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
内
容
で
第
一
歩
を
踏
み

出
す
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

南
丹
市
日
吉
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
改
修
内
容
は

南
丹
市
日
吉
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
完
成
予
定
日

は
。９

月
中
に
完
成
、
12
月

上
旬
に
は
利
用
を
再
開
で

き
る
予
定
で
あ
る
。

施
設
完
成
後
の
活
用
構

想
は
。

本
施
設
は
駅
前
で
あ

り
、
照
明
・
音
響
が
整
っ

た
施
設
で
も
あ
る
。
ま
た
、

ホ
ー
ル
に
つ
い
て
も
２
０

０
席
で
あ
り
非
常
に
使
い

勝
手
の
よ
い
施
設
で
も
あ

る
。
従
来
と
同
じ
機
能
を

持
た
せ
な
が
ら
、
日
吉
支

所
の
機
能
を
移
転
で
き
な

い
か
検
討
・
調
整
し
て
い

る
。

A
Q

改修中の南丹市日吉生涯学習センター

毎年募集しているが応募がない
水道管更新には職員不足が課題

全
国
的
に
上
下
水
道
管

の
老
朽
化
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
本
市
に
お
け
る

上
下
水
道
の
現
状
は
。

本
市
は
広
域
で
水
道
施

設
も
大
変
多
い
。
管
路
は

総
延
長
約
５
６
０
㎞
、
耐

用
年
数
超
過
率
62
・
５
％
。

直
近
３
カ
年
の
水
道
本
管

に
お
け
る
漏
水
等
の
事
故

発
生
と
修
繕
件
数
は
３
カ

年
の
平
均
で
年
間
33
件
、

う
ち
約
８
割
が
断
水
に
よ

り
修
繕
工
事
を
実
施
し
て

い
る
。

今
後
の
見
通
し
は
。

「
南
丹
市
水
道
事
業
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
２
４
」
で
示

す
と
お
り
、
幹
線
配
水
管

優
先
で
老
朽
管
を
年
間
３

Km
更
新
し
て
い
く
。

安
定
し
た
事
業
継
続
の

た
め
、
事
務
事
業
の
見
直

し
、
経
費
削
減
な
ど
で
支

出
を
抑
え
る
。
収
入
面
は
、

適
正
な
料
金
水
準
を
目
指

し
見
直
す
。

上
下
水
道
の
現
状
と
未

来
は
待
っ
た
な
し
の
危
機

が
迫
っ
て
い
る
。
国
が
責

任
を
持
っ
て
取
り
組
み
を

強
化
す
る
課
題
で
は
な
い

か
。特

別
の
支
援
策
を
講
じ

て
ほ
し
い
と
の
要
望
も
こ

れ
か
ら
市
長
会
で
も
上
げ

て
い
き
た
い
。

水
道
管
更
新
の
速
度
を

早
め
る
に
は
職
員
が
不
足

し
て
い
る
。
人
員
の
補
充

も
急
が
れ
る
課
題
で
は
。

建
設
関
係
の
部
門
全
体

に
足
り
な
い
。
毎
年
募
集

し
て
い
る
が
応
募
が
な
い
。

A
Q

老朽化が心配される上下水道

住民との対話を通して関係機関等へ要望する
行政と住民との継続的な対話が必要では

八
木
駅
東
口
周
辺
整
備

に
向
け
て
、
行
政
と
住
民

と
の
継
続
的
な
対
話
を
。

地
元
の
皆
さ
ん
と
対
話

を
継
続
し
、
関
係
機
関
等

に
要
望
を
上
げ
、
進
め
た

い
。

公
園
な
ど
の
子
育
て
環
境

整
備
の
実
現
を

折
戸
地
区
に
は
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
が
進
み
、
Ｂ

＆
Ｇ
跡
地
も
宅
地
が
販
売

さ
れ
て
い
る
中
、
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
、

公
園
整
備
な
ど
が
必
要
で

は
。公

園
整
備
に
は
、
も
う

少
し
大
き
な
開
発
を
民
間

と
一
体
的
に
協
力
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら

と
考
え
て
い
る
。

学
校
施
設
に
熱
中
症
対
策

を
近
年
、
熱
中
症
対
策
と

し
て
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン

や
冷
水
機
を
設
置
す
る
学

校
も
あ
る
。
導
入
予
定
は
。

設
備
面
で
は
、
補
助
率

の
高
い
空
調
設
備
整
備
臨

時
交
付
金
が
国
に
て
創
設

さ
れ
た
の
で
、
関
係
部
局

と
調
整
の
上
、
進
め
た
い
。

Ｊ
Ｒ
八
木
駅
前
に
コ
イ
ン

パ
ー
キ
ン
グ
の
設
置
を

駅
を
利
用
さ
れ
る
人
の

利
便
性
向
上
と
地
域
の
商

店
街
の
利
用
促
進
に
コ
イ

ン
パ
ー
キ
ン
グ
の
設
置
を
。

駅
前
駐
輪
場
の
駐
車
場

へ
の
転
用
な
ど
、
運
用
で

き
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

・八木支所施設の有効利用と
　駐車場について

A
Q

その他の質問

JR八木駅東口の状況

まちづくりの大きな柱の一つにしていく
人権が尊重される社会を目指す、どのように

基
本
方
針
の
策
定
は
。

二
年
か
け
て
作
成
し
て

き
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

も
実
施
し
、
目
指
す
べ
き

具
体
的
な
取
り
組
み
の
方

向
性
に
つ
い
て
基
礎
的
な

資
料
に
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
皆
さ
ん
の
人
権
に
関

わ
る
課
題
で
あ
り
、
人
権

侵
害
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
づ
き
を
広
め

て
府
民
に
行
き
渡
る
よ
う

本
市
の
一
つ
の
文
化
と
し

て
確
立
し
、
共
に
人
の
人

権
を
大
切
に
し
な
が
ら
共

生
し
て
い
け
る
社
会
を
目

指
す
こ
と
が
一
つ
の
取
り

組
み
の
方
針
で
あ
り
目
標

と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
人
権
感
覚
や
意
識

を
高
め
、
多
様
化
す
る
人

権
課
題
に
対
応
し
て
い
け

る
力
や
解
決
す
る
力
、
人

権
を
文
化
に
ま
で
高
め
る

取
り
組
み
を
具
体
的
に
し

て
い
く
。
ま
た
、
人
権
侵

害
を
受
け
た
時
に
は
市
の

相
談
窓
口
や
文
化
セ
ン

タ
ー
、
隣
保
館
の
相
談
機

能
も
活
用
す
る
。
基
本
方

針
に
基
づ
い
た
取
り
組
み

で
あ
る
。

緊
急
対
策
と
し
て
米
の
現

物
支
給
を
早
急
に

お
米
の
現
物
支
給
は
。

市
民
全
体
と
は
い
か
な

い
が
、
子
供
一
人
に
対
し

て
支
援
の
仕
方
を
考
え
、

現
物
で
は
な
く
現
金
給
付

と
し
て
、
早
急
に
対
応
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

A
Q

おなかいっぱい食べよう

前
ま え だ

田　義
よしあき

明  議員新誠会

河
こ う の

野　啓
けいすけ

介  議員日本共産党議員団

村
むらやま

山　好
よしあき

明  議員活緑クラブ

八
や ぎ

木　信
の ぶ き

樹  議員活緑クラブ
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大切な大きな課題にさせていただく
部課連携を推進する統括部署の設置は

今
回
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
、
環
境
問
題
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
脱
炭
素
を

起
点
と
し
た
暮
ら
し
の
価

値
を
複
合
的
に
変
え
て
い

く
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ

Ｘ
）
の
よ
う
な
複
合
的
な

施
策
に
お
い
て
は
、
部
課

間
の
連
携
と
情
報
共
有
、

中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
い
た
統
合
的
な
推
進

体
制
が
必
要
で
あ
る
。

部
課
の
横
連
携
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
議

会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
課

題
で
あ
る
が
、
縦
割
り
意

識
、
情
報
共
有
、
責
任
の

所
在
、
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
不
足
等
が
そ
の
障
壁

と
な
っ
て
き
た
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服

す
る
た
め
に
は
各
課
の
政

策
を
統
括
す
る
政
策
統
括

部
署
の
設
置
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
は
指

揮
者
が
存
在
し
、
曲
の
イ

メ
ー
ジ
を
創
り
あ
げ
、
そ

れ
を
具
体
化
す
る
の
は
コ

ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
、
第

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
そ
れ

ら
が
各
楽
団
員
に
対
し
調

整
し
て
い
く
役
割
で
あ
る
。

今
後
は
部
課
間
の
コ
ン

サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

の
か
と
い
う
こ
と
を
課
題

に
置
き
た
い
。
大
切
な
大

き
な
課
題
に
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

A
Q

人口の1割が3日間避難する想定で備蓄している
災害時、備蓄品は市民に十分に届けられるのか

１
人
当
た
り
３
食
分
の

備
蓄
で
あ
り
、
府
基
準
の

２
食
分
は
ク
リ
ア
し
て
い

る
が
、
基
準
を
見
直
す
自

治
体
も
あ
る
中
、
今
後
の

見
通
し
は
。

府
の
備
蓄
、
企
業
等
の

流
通
在
庫
を
合
わ
せ
て
３

日
分
の
必
要
量
を
確
保
す

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

財
源
を
求
め
な
が
ら
基
準

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
般
的
な
生
活
物
資
に

加
え
、
女
性
用
衛
生
用
品
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
品
、

乳
幼
児
用
品
な
ど
の
備
蓄

の
充
実
と
多
様
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
。

衛
生
用
品
や
ミ
ル
ク
類

は
備
蓄
し
て
い
る
が
、
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
食
品
は
備

蓄
し
て
お
ら
ず
、
家
庭
で

の
備
え
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
今
後
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
や
快
適
性
に
配
慮
し

た
備
蓄
品
の
拡
充
も
進
め

る
方
針
。

家
庭
内
備
蓄
を
促
す
に

は
十
分
な
啓
発
が
必
要
。

防
災
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の

場
で
、
家
族
構
成
に
応
じ

た
備
蓄
量
を
考
え
る
機
会

が
求
め
ら
れ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
な
ど
で
広
報
し
て
い

る
が
、
対
面
で
の
Ｐ
Ｒ
が

特
に
重
要
。
会
議
の
場
で

も
呼
び
か
け
を
行
い
、
独

自
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

も
検
討
し
て
い
る
。

・不法投棄と脱炭素社会の取
　り組みについて

A
Q

その他の質問

備蓄品が備えられている防災倉庫

山
やました

下　秋
あきのり

則  議員つなぐ

390世帯927人の実績。府内上位の成績
空き家活用・移住政策の成果は

本
市
の
空
き
家
活
用
の

現
状
は
。

空
き
家
バ
ン
ク
創
設
以

降
、
登
録
件
数
５
１
７
件
、

活
用
件
数
が
３
８
０
件
で
、

活
用
率
は
73
・
５
％
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
空

き
家
掘
り
起
こ
し
事
業
や

空
き
家
お
掃
除
お
助
け
事

業
な
ど
も
活
用
さ
れ
て
い

る
。空

き
家
件
数
の
推
移
と
、

管
理
不
全
空
家
や
特
定
空

家
の
認
定
件
数
は
。

全
国
的
な
空
き
家
率
は

13
・
８
％
で
本
市
は
20
・

６
％
と
な
り
、
５
年
前
の

調
査
よ
り
１
・
２
ポ
イ
ン

ト
上
昇
。
現
時
点
で
は
管

理
不
全
及
び
特
定
空
家
の

認
定
は
無
い
が
、
地
区
か

ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

指
導
な
ど
対
応
を
し
て
い

る
。対

策
が
進
ま
な
い
と
の

意
見
も
あ
る
が
、
時
間
を

要
す
る
要
因
は
。

通
報
が
あ
れ
ば
現
場
を

確
認
し
注
意
喚
起
等
の
働

き
か
け
を
行
う
が
、
関
心

が
薄
い
の
か
、
保
全
し
て

い
た
だ
け
な
い
現
状
が
あ

る
。
公
益
性
を
慎
重
に
判

断
し
、
法
的
措
置
も
検
討

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。

投
票
所
再
編
に
つ
い
て

存
続
を
望
む
声
も
あ
る
。

地
域
の
意
見
に
耳
を
傾
け

る
姿
勢
は
あ
る
の
か
。

次
の
再
編
時
に
は
そ
の

声
を
十
分
に
反
映
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
く
。

A
Q

情報共有不足による問題対応の時間は全部署で必要
窓口利用が少ないとして全部署での短縮は乱暴では

市
役
所
の
開
庁
時
間
を

９
時
か
ら
16
時
30
分
に
短

縮
す
べ
く
、
６
月
か
ら
試

行
、
10
月
か
ら
本
格
実
施

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
時

間
短
縮
の
ね
ら
い
は
。

始
業
前
の
準
備
や
閉
庁

後
の
事
務
処
理
な
ど
は
時

間
外
勤
務
が
前
提
と
な
る

こ
と
か
ら
労
務
管
理
の
適

正
化
と
、
課
内
で
全
職
員

で
の
打
合
せ
や
懸
念
事
項

の
共
有
な
ど
の
時
間
の
確

保
で
あ
る
。

短
縮
さ
れ
る
朝
夕
の
75

分
間
に
お
け
る
市
民
課
・

税
務
課
の
諸
証
明
発
行
件

数
が
全
体
の
１
割
と
少
な

い
こ
と
を
も
っ
て
全
部
署

で
同
様
に
開
庁
時
間
を
短

縮
す
る
の
は
余
り
に
も
乱

暴
で
は
な
い
か
。

朝
夕
の
１
割
の
利
用
に

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

の
か
踏
ま
え
な
が
ら
最
終

的
に
決
定
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
課
内
で
の
情
報
共

有
不
足
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
は
ど
の
課
で
も
起
こ

る
こ
と
。
す
べ
て
の
課
で

時
間
短
縮
し
た
い
。

岐
阜
県
飛
騨
市
で
は
、

市
民
課
等
の
窓
口
サ
ー
ビ

ス
は
９
時
か
ら
16
時
30
分

で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
の

課
は
、
相
談
対
応
が
必
要

で
あ
る
と
し
て
、
８
時
30

分
か
ら
17
時
15
分
の
運
用

で
あ
る
。
本
市
で
は
広
範

で
十
分
な
検
討
が
必
要
で

あ
っ
た
と
思
う
が
。

相
談
等
の
対
応
は
、
状

況
を
見
な
が
ら
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
。

・市道「本町平成台線」の整
　備について
・市道「城南小山線」の通行
　止について

・環境と地域経済
・環境とコミュニティ
・環境と教育
・環境と防災

A
Q

その他の質問 その他の質問

試行で１６時30分に閉庁した市役所中央庁舎
グリーントランスフォーメーション

樋
ひ ぐ ち

口　浩
ひろゆき

之  議員新誠会

下
しもつま

間　康
やすひろ

広  議員活緑クラブ 吉
よし

田
だ

　尋
ひ ろ こ

子  議員つなぐ

投票所再編にて活用機会が
減る地域の施設
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４
月
30
日
所
管
事
務
事
業
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

７
年
６
月
か
ら
試
行
さ
れ
る
市

役
所
の
開
庁
時
間
の
変
更
に
つ
い

て
、
担
当
部
署
か
ら
実
施
に
至
っ

た
経
過
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

開
庁
時
間
が
、
こ
れ
ま
で
の
８

時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
を
、

９
時
か
ら
16
時
30
分
ま
で
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
本
庁
・
支
所

を
含
め
た
全
部
署
に
お
い
て
実
施

さ
れ
ま
す
。

６
月
か
ら
試
行
し
、
10
月
か
ら

本
格
実
施
と
な
り
ま
す
。

実
施
に
向
け
て
、
周
知
の
方
法

や
、
こ
れ
ま
で
の
短
縮
時
間
帯
の

来
庁
者
数
、
ま
た
、
閉
庁
時
の
日

宿
直
や
電
話
の
対
応
な
ど
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。

試
行
期
間
で
業
務
の
影
響
等
を

検
証
し
、
８
月
末
ま
で
に
本
格
実

５
月
14
日
～
15
日

テ
ー
マ

　
地
域
活
力
創
生

調
査
項
目

・
企
業
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

　
く
り
の
展
開

・
休
校
と
な
っ
た
小
学
校
の
校
舎

　
を
活
用
し
た
陸
上
養
殖
の
取
り

　
組
み
の
有
用
性

視
察
先

・
㈱
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク

　
い
と
ま
ち
（
愛
媛
県
西
条
市
）

・
徳
島
県
那
賀
郡
那
賀
町　
　

ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
い
と
ま
ち

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地

方
創
生
を
テ
ー
マ
に
し
た
企
業
主

体
の
街
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。 ​

ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ホ
テ

ル
や
地
産
地
消
の
マ
ル
シ
ェ
を
展

開
し
、
災
害
時
に
は
防
災
拠
点
と

し
て
の
機
能
も
備
え
て
い
ま
す
。 

地
域
活
性
化
と
持
続
可
能
な
新
し

い
地
方
創
生
モ
デ
ル
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
民
間

活
力
の
検
討
が
必
要
で
す
。

委
員
会
活
動
報
告

５
月
28
日
所
管
事
務
事
業
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

午
前
は
、
京
都
中
部
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
に
て
、
病
院
経
営
及
び

医
療
圏
を
取
り
巻
く
環
境
、
京
都

中
部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
課

題
・
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
辰
巳

院
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
か
ら
、
医
療
の
質
と

安
全
を
確
保
し
な
が
ら
病
院
経
営

を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
近
年
、

材
料
費
の
急
激
な
上
昇
や
人
事
院

勧
告
に
よ
る
人
件
費
の
増
加
な
ど
、

病
院
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

変
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
設
置
さ
れ
た
院
長
直

轄
の
経
営
戦
略
チ
ー
ム
で
は
、
各

部
署
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
経
営

改
善
に
取
り
組
ま
れ
、
病
院
一
丸

と
な
っ
て
地
域
医
療
を
守
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

午
後
は
、こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
か
ら
「
南
丹
市
こ
ど
も
計

画
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。こ

の
計
画
は
「
こ
ど
も
ま
ん
な

か
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、

全
て
の
こ
ど
も
・
若
者
が
身
体

的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
幸
福
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

策
定
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

開庁時間変更のお知らせ

南丹市こども計画についての調査 京都中部総合医療センターでの調査休校中の校舎を活用したクルマエビの陸上養殖を視察

文
教
厚
生 

常
任
委
員
会

総
務 

常
任
委
員
会

産
業
建
設 

常
任
委
員
会
・
行
政
視
察

施
の
内
容
を
決
定
す
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
今
後
、
委
員
会
と
し
て

は
、
そ
の
検
証
の
状
況
等
を
確
認

し
て
い
き
ま
す
。

　（
そ
の
他
）

・
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
の
午

後
７
時
ま
で
の
市
民
課
窓
口
延

長
サ
ー
ビ
ス
は
、
引
続
き
実
施
。

・
開
庁
時
間
を
変
更
す
る
自
治
体

が
、
全
国
、
府
内
で
も
増
え
て

い
る
。

４
月
28
日
八
木
バ
イ
オ
エ
コ
ロ

ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
に
関

す
る
所
管
事
務
事
業
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

７
～
９
年
度
の
３
カ
年
計
画
、

総
事
業
費
は
約
11
億
３
０
０
０
万

円
で
あ
り
、
新
た
な
高
温
発
酵
槽

等
の
設
置
に
よ
り
、
処
理
能
力
を

強
化
し
メ
タ
ン
ガ
ス
の
発
電
利
用

や
消
化
液
の
高
品
質
化
を
図
る
も

の
で
す
。

消
化
液
は
現
在
年
間
約
２
万
ト

ン
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
散

布
率
は
30
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
後
５
～
10
年
で
１
０
０
％

散
布
を
見
込
み
収
益
性
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
が
、
人
件
費
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
、
輸
送
費
な
ど
の

支
出
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
国
の
「
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
緊
急
対
策

交
付
金
」
の
活
用
を
前
提
と
し
て

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
交
付
金

は
単
年
度
採
択
の
た
め
、
不
採
択

の
リ
ス
ク
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
委

員
か
ら
は
将
来
的
な
財
源
の
不
透

八木バイオエコロジーセンター

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

明
さ
や
、
収
支
計
画
の
前
提
と
な

る
人
件
費
や
輸
送
費
の
試
算
が
現

実
に
即
し
て
い
な
い
と
の
懸
念
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
消
化
液
の
散
布
体
制
に
つ

い
て
は
、
散
布
機
や
運
搬
車
の
増

車
や
引
き
取
り
方
式
の
検
討
な
ど

柔
軟
な
出
口
戦
略
が
求
め
ら
れ
、

消
化
液
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
な
ど
を
含

む
ブ
ラ
ン
ド
化
の
必
要
性
も
指
摘

さ
れ
、
今
後
の
勉
強
会
な
ど
で
さ

ら
な
る
検
証
と
体
制
強
化
が
必
要

と
の
意
見
が
多
数
あ
が
り
ま
し
た
。

那
賀
町
で
は
、
地
域
活
性
化
を

目
的
に
、
休
校
と
な
っ
た
小
学
校

を
活
用
し
、
ク
ル
マ
エ
ビ
の
陸
上

養
殖
事
業
の
実
証
実
験
を
６
年
か

ら
開
始
。
短
期
間
で
成
果
を
確
認

し
、
８
年
度
の
本
格
事
業
化
を
目

指
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
地
域
経
済

の
循
環
や
関
係
人
口
増
加
も
期
待

さ
れ
、
市
有
施
設
活
用
の
参
考
事

例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
公
有
財
産
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
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５
月
20
日
～
21
日

テ
ー
マ

議
員
定
数
と
議
会
選
出
の
監
査

委
員
に
つ
い
て

調
査
項
目

・
類
似
す
る
自
治
体
の
議
員
定
数

の
調
査
、
議
会
選
出
の
監
査
委

員
の
必
要
性
。

視
察
先

・
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市

・
兵
庫
県
高
砂
市

南
あ
わ
じ
市
は
平
成
17
年
に
旧

４
町
が
合
併
し
当
初
は
59
人
の
議

員
で
発
足
し
ま
し
た
。
17
年
９
月

に
28
人
、
20
年
に
24
人
、
21
年
に

20
人
、
25
年
に
18
人
に
定
数
条
例

を
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
の
お

の
、
連
合
自
治
会
や
連
合
婦
人
会

等
か
ら
定
数
削
減
要
望
を
受
け
実

施
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

高
砂
市
で
は
、
平
成
６
年
ま
で

は
議
員
定
数
36
人
で
し
た
が
、
現

在
は
19
人
で
、
大
幅
に
削
減
し
た

こ
と
に
よ
り
委
員
会
等
の
人
材
確

南あわじ市での視察

議
会
活
性
化
対
策 

特
別
委
員
会
・
行
政
視
察

保
の
た
め
議
会
選
出
の
監
査
委
員

を
廃
止
し
ま
し
た
。
た
だ
、
決
算

審
査
等
で
議
論
は
深
ま
っ
て
お
り
、

廃
止
に
よ
る
支
障
は
な
い
と
の
こ

と
で
す
。

陳

情

書

・

請

願

書

全国市議会議長会評議員として
の功績に対し、谷尻昌史議長に感
謝状が贈呈されました。

感 謝 状 贈 呈
全国市議会議長会から

医療・介護経営への必要な財政支援と、人件費・物件費の上昇に見合う
診療報酬・介護報酬の引き上げを求める意見書

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書

令和7年3月に日本医師会・6病院団体合同声明が出されており、「病院をはじめとする医療機関の経営状
況は、現在著しく逼迫しており、賃金上昇と物価高騰、さらには日進月歩する医療の技術革新への対応がで
きない。このままでは人手不足に拍車がかかり、患者さんに適切な医療を提供できなくなるだけではなく、
ある日突然、病院をはじめとした医療機関が地域からなくなってしまう。」としている。

また、介護施設の倒産が増加傾向にあり、昨年は過去最多を記録した。その要因としては、介護職員不足、
コロナ禍による経営悪化、物価高騰などが挙げられている。

一方、医療・介護従事者はその責任の重さと労働実態に見合わない賃金水準や、他分野の産業などと比較
しても賃上げが低水準に止まる中、医療・介護の現場からの離職が増加してきており、マンパワーの面から
も医療・介護分野が崩壊しかねない状況になってきている。

ついては、持続的な医療・介護の提供体制を守るために、国におかれては、医療・介護経営への必要な財
政支援を講じることと、人件費・物件費の上昇に見合う診療報酬・介護報酬の引き上げを行われるよう強く
要望する。

昭和54年、国連は、あらゆる分野で女性が性に基づく差別を受けない権利と平等の権利を保障する女性
差別撤廃条約を採択し、日本も昭和60年に同条約を批准した。令和6年現在では、世界で189カ国が批准し
ている。

さらに、平成11年には、条約の実効性を強化し女性が抱える問題を解決するために、個人通報制度と調
査制度を認めた「女性差別撤廃条約選択議定書」が国連総会で決議・採択され、平成12年12月末に発効し
ている。令和6年現在、条約批准国189カ国中、115カ国が同議定書を批准しているが、日本は、まだ批准
していない。

選択議定書の個人通報制度とは、条約で保障された人権を侵害された被害者が、国内の救済手続を尽くし
た後、条約機関に申立てを行うことができ、条約機関がこれを審査して見解を出すという制度である。条約
機関が通報者の人権侵害を認める見解を出したとしても、この見解は当該締約国に対し法的な拘束力を持つ
ものではないが、国際的にも国内的にもその影響は小さくない。

このような選択議定書を批准することにより、締約国は、国際的な人権基準に基づき、女性の人権侵害の
救済と人権の保障をより強化できる。

女性差別撤廃条約の実効性の確保を図ろうとする国際的動向の下で、日本政府は、選択議定書の審議に参
加し、決議に加わったものであるが、先日開催の世界経済フォーラムで発表された男女格差を測る「ジェン
ダーギャップ指数2025」においては、148カ国中118位であり、昨年と同様、下位に甘んじている。

政府は、第5次男女共同参画基本計画で「女性差別撤廃条約の選択議定書については、諸課題の整理を含
め、早期締結について真剣な検討を進める」としている。 

よって、国におかれては、我が国の司法制度や立法政策との関連課題等が早急に解決されるよう環境整備
を進め、女性差別撤廃条約選択議定書を早期に批准するよう強く要望する。

　
請
願
書

■
医
療
・
介
護
労
働
者
の
持
続
的
賃
金
改
善
を
国
に
求
め
る
請
願
書

京
都
医
療
介
護
労
働
組
合
連
合
会
執
行
委
員
長　
勝
野　
由
紀
恵

　　
陳
情
書

■
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の
速
や
か
な
批
准
を
求
め
る
意
見
書
の
提

　
出
を
求
め
る
陳
情
書

ワ
ー
キ
ン
グ
・
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
Ｗ
Ｎ
）　
共
同
代
表　
　
　

石
田　
絹
子

意見書を提出しました
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『
議
会
報
告
会
』
を
市
内
４
会

場
（
４
月
15
日
、
ア
ス
エ
ル
そ
の

べ
・
17
日
、
ｉ
ス
タ
や
ぎ
・
22

日
、
胡
麻
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
・

24
日
、
美
山
文
化
ホ
ー
ル
）
で
開

催
し
ま
し
た
。

夜
の
時
間
帯
で
し
た
が
、
多
く

の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

３
月
定
例
会
で
議
決
し
た
当
初
予

算
や
議
案
に
つ
い
て
報
告
を
し
た

の
ち
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
月
３
日
に
は
園
部
城

祭
り
会
場
内
で
『
第
８
回
出
前
で

お
し
ゃ
べ
り
青
空
議
会
』
を
開
催

し
ま
し
た
。

来
場
さ
れ
た
方
々
に
議
員
定
数

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

広

聴

活

動

の

報

告

出前でおしゃべり青空議会

議会報告会

各会場で寄せられた意見から一部を抜粋してお知らせします。

出された意見や要望は必要に応じて各常任委員会で所管事務事業調査などを行います。

●JRの昼間の増便を望む。1時間に1便となったことで、たいへん不便を感じる。
●施設の建設や改修をする場合に、事業の企画・立案段階において、事前に市民の意見を
　聞いてほしい。
●子どもが遊べる場所、大きな公園がほしい。
●若い世代が地元で働ける場所がほしい。このままでは、人口の流出に歯止めがかからな
　い。
●公共交通が整っていない。デマンドタクシー、路線バスなどのコントロールができてい
　ない。
●農地や山が重荷になってきている。子どもに継承できない。農地が荒廃していく心配が
　ある。

※その他の意見は、後日、南丹市議会ホームページに掲載します。

議会活性化対策特別委員会では現在、議員定数の検証を行っています。
検証にあたり、市民の皆さまに議員定数についてアンケートをお願いし、多くの方から回答

をいただきましたので、集計結果を報告します。
多くの皆さまに協力いただき、ありがとうございました。

議員定数アンケートの集計結果を報告します。

Ｑ１．議員の数（定数）について
　　　どう思われますか?

Ｑ３．上記の答えに対して、お考えの理由やあ
　　　なたのご意見をお書きください。

▼
後日、南丹市議会ホームページに掲載します。

Ｑ２．「多い」「少ない」とお答えの方は何名
　　　程度をお考えですか？

回答内容 回答
人数

うち
用紙

うち
LINE

多い 106人 26人 80人
ちょうどよい 58人 43人 15人
少ない 10人 5人 5人
どちらともいえない 20人 18人 2人

計 194人 92人 102人

回答内容 回答
人数

うち
用紙

うち
LINE

4人 1人 1人
5人 1人 1人
7人 1人 1人
10人 12人 2人 10人
12人 7人 1人 6人
13人 1人 1人
14人 4人 2人 2人
15人 29人 6人 23人
16人 26人 7人 19人

16人か18人 1人 1人
17人 5人 5人
18人 15人 5人 10人
20人 1人 1人
22人 4人 3人 1人
24人 2人 2人
25人 3人 1人 2人

無回答 81人 64人 17人
計 194人 92人 102人

❶実施期間／令和7年4月11日（金）〜令和7年5月20日（火）	
❷回答件数／194件（用紙92件、LINE102件）	
❸方　　法／アンケート用紙（議会報告会、出前でおしゃべり青空議会）	
　　　　　　南丹市公式LINE（LINE配信、議会だより「かけはし」第77号でQRコード掲載）
❹実施主体／議会活性化対策特別委員会	
❺集計結果
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近
畿
地
方
で
は
観
測
史
上
初
の
６

月
27
日
に
梅
雨
明
け
と
な
り
、
水
不

足
が
深
刻
化
す
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
状
況
下
で
猛
暑
日
が
続
く
と
、

農
業
で
は
稲
作
や
畑
作
物
の
生
育
不

良
な
ど
が
心
配
さ
れ
、
水
管
理
が
困

難
と
な
り
干
ば
つ
被
害
が
拡
大
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
程
よ
い
雨
が
ほ

し
い
で
す
。

今
回
、
取
材
し
た
農
芸
高
校
の
酪

農
で
は
、
乳
牛
の
熱
ス
ト
レ
ス
に
よ

る
乳
量
減

少
や
疾
病

リ
ス
ク
の

増
加
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。
関
係
者
や
生
徒
の
皆

さ
ん
も
暑
さ
に
負
け
ず
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

10
月
に
は
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
９
月
に

予
選
会
が
あ
り
通
過
す
れ
ば
、
全
国

の
農
業
高
校
初
の
快
挙
で
す
。

フ
ァ
イ
ト
。

（
Ｈ
・
Ｔ
）

委 員 長／若井　睦巳
広報部会長／河野　啓介
副部会長／吉田　尋子
委　　員／樋口　浩之　　堤　博明　　平田　聖治
　　　　　山下　秋則　　小中　昭

広聴部会長／塩貝　孝之
副部会長／下間　康広

次 回 9 月 定 例 会
日 月 火 水 木 金 土
8/24 8/25 8/26 8/27 8/28 8/29 8/30

本会議
（開会）

8/31 1 2 3 4 5 6
本 会 議

（一般質問）（一般質問）（一般質問）
決算特別委員会

7 8 9 10 11 12 13

常 任 委 員 会

14 15 16 17 18 19 20

本会議 決算分科会
決算特別委員会

21 22 23 24 25 26 27

決算分科会 決 算 分 科 会

28 29 30 10/1 10/2 10/3 10/4

決算分科会

10/5 10/6 10/7 10/8 10/9 10/10 10/11

決算特別 本会議
委員会 （閉会）

※8月26日（火）午後5時までに提出された請願・陳情等
は、9月定例会で取り扱われます。会議時間はいずれも
午前10時からの予定です。この日程については予定であ
り、予告なく変更となる場合があります。

※本会議は、ケーブルテレビやインターネットで中継しています。

2025.7.25

広 報 広 聴 委 員 会

南丹市政への
ご意見箱

編

集

後

記

６
月
27
日
、
６
月
定
例
会
の
閉
会
後
に
全
員
協
議

会
を
開
催
し
、
来
年
の
市
議
会
議
員
選
挙
と
市
長
選

挙
を
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
を
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
要
望
す
る
こ
と
で
、
議
会
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

議
会
活
性
化
対
策
特
別

委
員
会
の
「
同
時
選
挙
を

実
施
す
る
方
向
」
と
の
中

間
報
告
を
受
け
、
各
議
員

の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
、

議
会
と
し
て
最
終
決
定
す

る
た
め
に
開
い
た
も
の
で

す
。６

月
27
日
、
６
月
定
例
会
の
閉
会
後
に
人
権
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
市
人
権
政
策
課
長
を
講
師
に
、
市
の

人
権
施
策
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ
か
、
人

権
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
。

研
修
を
通
じ
て
、
人
権
に

対
す
る
理
解
と
意
識
を
一

層
深
め
ま
し
た
。

全

員

協

議

会

全

員

協

議

会

人

権

研

修

会

人

権

研

修

会
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